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The purpose of this study is to investigate the sports activities and contact with the sports information in the 
university students and to examine the relationship between the sports activities and contact with the sports 
information. 
1) Approximately 69.5% of all students like to exercise and 73.4% of all students want to exercise. But 58% of all 
students are No-Exercise students. 
2) The sports activities of university students were affected by "Environment" and "Sports carrier". 
3) The contact with the sports information were affected by "Favorite teams and players" and "Sports carrier" 



































































































































3. 1 調散I象 
調査対象者は平成 24 (2012）年度 4月に在籍する全学生（1 
年396名,2年生427名，3年生359名,4年生326名，合計 1508 
名）を対象とした。 
3. 2 調査方法 
調査方法は無記名による質問紙調査法を用い，2 年生から 4 
年生については平成24年度4月履修ガイダンスにて，1年生に 
ついては平成 24年度6月中の「スポーツ 1]（必修）の授業内 
において質問紙を配布し・アンケート主旨を説明後，回答して




3. 3 調査項目 
(1） 本研究の調査項目については，基本属性ぐ陛別・学科・
学年・居住形態・友人数・交通手段・通学時間・アルバイト
時間・食事回数・I・bi「時間・飼酉頻度・奥重有無）の 12 項目， 
う動・スポーツ実施状況（う動・スポーツの好き嫌し、実施意








































































高かった。友人数については同姓の友人が F-10名（77. 4%), 
次いで0名が（11. 1%) であった。普段使う交通手段について
は，公共交通機関 (62. 跳），自転車 (60.眺）であった。1週間
のアルバイト時間については,0 時間と回答した者が平日 
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図1 スポーツ実施の好き嫌い、実施意欲（n = 1297) 
運動・スポーツ実施についての好き嫌いの結果について， 





欲ある」73. 4％となった。「意欲あり」の割合が 7 割以上であ
ることが明らかとなった。 




度数 	 1回 
（人） 	 （分） (SD) 
1-2 日 
3 日以上 
1回の平均戴缶時間は「1-2 日」が 84. 9 分,[3日以上」が 
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図 3 実施しているスポーツ種目（n=427) 
実施種目は，サッカー・フットサル 21. 1%，テニス 13. 8%, 
バスケットボール13. 1%,ジョギング・ウォーキング 10. 5%, 
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%, 1-2 日 21. 6%, 3 日以上20.郵であり，未勲缶者が約6 




・会場観戦，TV, WE B，ラジオを情報源とするスポーツの 
“試合観戦”情報 
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図4 メディア毎のスポーツ情報への接触頻度（n =127 1) 
週 1回以上の頻度の割合を見てみると，W（結果）53.跳， 

















運動実施 	 実施 









好き 	 あり 3日以上 221 28.3 17.0 
n 好き 	 あり 未実施 383 45.8 29.5 
皿 嫌い どちらでもない’'‘一 未実施 235 28.1 18.1 





























・割合は 3 群の中で最小規模，大学全体の 2割弱， 
1年生中心（38. 0%)、男性の割合が高し、 O7. 3%) 
・交通手段は原付バイクの割合G6.7%）が 3群で最も高し、 
3食を毎日摂る割合 (46. 2%）が 3群で最も高い 
・応援している「チームあり」 G3. 4%)「選手あり」 (58.8%) 
が 3 群で最も高い 
・過去の「運動・スポーツの動恒経験あり」の割合が小学
校侶2.8%）中学校 O5.眺），高校（78. 窃）と 3 群で最
も高い 







	 II: Potential群 
(n=221) 	 (n=383) 
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2年生（30.眺）中心，4年生割合（23. 8%）が 3群で最も高し、 
・交通手段は自転車 (60. 1%),公共交通機関 (60. 3%）が中 
I叫 自動車（34. 7%）の割合が 3群で最も高い 
・アルバイト時間で週に 10時間以上の割合が平日（17.7%), 
休日（29．及）と 3群で最も高し'0 
・3食摂取する日の 3 日間以下（34. 7%）が 3群で最も高し、 
過去の「運動・スポーツの実施経験あり」の割合が小学
校 (80.鱗）中学校 O3.既）はPositive 群と比べ差がな
いが,高校 (62. 4%）では低し、 








①Ciuster1 (n=117) ② Cluster2 (n=281) ③ Cluster3 (n=435） 	 大学全体平均 
会場観戦（試合観戦） 
露l二 






・通学時間が 60分以上の割合が 3群で最も高い（63．餅）。 
アルバイトをしていない割合が平日(70. 2%)，休日⑩3.郵） 
で3群で最も高い 
・お酒を飲まない伯7. 2%) ，喫煙しない O6.脇）割合が 3 
群で最も高い 
・過去の「運動・スポーツの実施経験なし」の割合が，小学
校 (39. 1%), 中学校（31.眺）,高校（74.（跳）と 3群で最
も高レ、 
・運動・スポーツを実施していた場合,3年間続けていない 











「半年に数回口週間に1回程度）j, 3. [1 ケ月に1回程度（週

















[Cluster2 (n281） について】 




















表5 スポーッ情1 服接触形態タイプごとの基本属性 
項日 大学全体 
CI"ster llii=117) 	 CIu,ter 21n=281)Ch'ter 3(n=43U 
自発的情触タイプ TV 傾斜タイプ 他憎動重視●イプ 
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Dl自発的接触 ロTV傾斜 口他活動重視 
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図 8 運動態度群のスポーツ情報接触形態タイプ比率 








































O、三訴”・スポーツの実施ついて,全体のうち「好き」が 69. 5%, 
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